
 
 
 
 

「審議まとめ」から 

 

　　 

多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに ❶ 
 

 
【次期学習指導要領に向けた方向性】 
 
◆　生涯にわたって主体的に学び続け、多様な他者と協働 
　しながら、自らの人生を舵取りすることができる、民主 

かじ

　的で持続可能な社会の創り手を「みんな」で育むため、 
①「主体的・対話的で深い学び」の実装 
② 多様性の包摂 
③ 実現可能性の確保 
の三つの方向性を踏まえて学習指導要領の改善を行う。 
　これらの方向性を端的に総括すると、 
「多様な子供たちの『深い学び』を確かなものに」と言える。 

 
【 現行学習指導要領　改訂の基本方針 】 

 
③ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進 

　　　　　深い学びの鍵として「見方・考え方」を働かせることが重要になること。 
 
 
【 「見方・考え方」の再整理 ❶  】 
 
◆　現行の見方・考え方については、現行学習指導要領において授業改善に一定の成果があった一

方で、以下の課題も指摘されている。 
教科等によっては解説の記載が複雑かつ抽象的で分かりにくい。 
 

◆　その要因として、「見方・考え方」が(A)各教科等の学びの深まり(B)各教科等を学ぶ本質的な
意義という、二つの側面を有していることが背景にある。（A）の側面については、今次改訂の構
造化を契機として、資質・能力の「深まり」を可視化した「統合的な理解・総合的な発揮」によ
り具体化し、抽象的で分かりにくいといった課題を解消することが適当である。加えて、従前の
「見方・考え方」の整理は、（Ａ）の側面を含んでいたことから、「見方・考え方」自体が育成す
べき資質・能力の一部と誤解される要因ともなっていた。 

 
◆　今般の「統合的な理解・総合的な発揮」に関する整理を踏まえれば、現行学習指導要領におい

て教科の特質に応じた「見方・考え方」を働かせることで深い学びを実現するとしていた趣旨

は、次期学習指導要領においては、各教科等の個別の「知識・技能」、個別の「思考・判断・表

現」について、一体的に育成しつつ、それらの「統合的な理解や総合的な発揮」を促す深い学び

を実現する、という形で具体化されたと言うことができる。

源 流 
第３４６号　　教育長　　儘田　文雄 


